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 令和９年度入学試験（令和８年度実施）より，岩見沢校  芸術・スポーツ文化学科 音楽文化専攻 音楽教育・音楽文化コース（一般選抜

（前期日程・後期日程），学校推薦型選抜（一般））おいて，以下のとおり実技検査等の変更を予定しているのでお知らせします。 

 

１．一般選抜（前期日程）個別学力検査等の教科・科目等 

変更前                               変更後  

専攻・コース 前期日程 後期日程 前期日程 後期日程 

音楽文化専攻 

音楽教育・音楽

文化コース 

ソルフェージュ 主実技等 ソルフェージュ 主実技 ソルフェージュ 主実技 副実技 ソルフェージュ 主実技 

200点 800点 200点 600点 200点 600点 200点 200点 600点 

 

２．一般選抜（前期日程・後期日程）実技検査等の内容 

変更前                             変更後 

【前期日程】 

１ ソルフェージュ 

   表記省略 

２ 第一志望コースの実技検査等（次の⑴～⑸の中から一つのコース

を選択すること。）  

 課題曲以外を演奏した場合は欠格になる。併願する場合は，下記「３ 

併願する場合の実技検査等」を参照すること。 

（1）声楽コース 

   表記省略 

（2）鍵盤楽器コース 

   表記省略 

【前期日程】 

１ ソルフェージュ 

   表記省略 

２ 第一志望コースの実技検査等（次の⑴～⑸の中から一つのコース

を選択すること。）  

 課題曲以外を演奏した場合は欠格になる。併願する場合は，下記「３  

併願する場合の実技検査等」を参照すること。 

（1）声楽コース 

   表記省略 

（2）鍵盤楽器コース 

   表記省略 
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（3）作曲コース 

   表記省略 

（4）管弦打楽器コース 

   表記省略 

（5）音楽教育・音楽文化コース 

 （注）副実技は課さない。  

ア 音楽に関する基礎的試験：小学校，中学校，高等学校の音楽の教 

 科書（「高校音楽Ⅲ」まで）に出てくる音楽に関する知識及び理解 

 を問う問題。なお，楽典に関しては除く。 

イ 次のａ，ｂいずれかを選択  

ａ ピアノによる自由曲の暗譜での演奏  

注：  

①ソナタであれば，一（ひと）楽章を演奏すること。  

②自作作品の演奏や弾き語りも可能である。自作作品は，楽譜を入学 

 志願票とともに提出すること。なお，弾き語りは，ピアノで又はピ 

 アノの代替楽器として和楽器，民族楽器を伴奏楽器に使っての歌唱 

 も認めることとする。  

③入学志願票に，自由曲の曲名，作曲者名を記入すること。  

④試験監督の指示により演奏途中で切ることがあるが，志願者の評価 

 に不利になるものではない。  

ｂ 自己表現（１０分以内）：音楽文化に関するプレゼンテーション又 

はダンス等の身体表現を含む 

 

（3）作曲コース 

   表記省略 

（4）管弦打楽器コース 

   表記省略 

（5）音楽教育・音楽文化コース 

ア 主実技 

音楽教育，音楽文化に関する論述試験（２題，90分）  

 当日示される音楽教育や音楽文化に関するテーマをもとにした論 

述問題。設問に対する知識・理解，論理的思考，表現力等を総合的に 

評価する。解答は所定用紙（各 800字程度）に記入するものとする。  

イ 副実技  

下記の副実技Ａ～Ｃのいずれか一つを選択すること。  

副実技Ａ：ピアノで任意に選択した楽曲（エチュードでもよい。）１ 

    曲を暗譜で演奏すること。繰り返しはしない。  

副実技Ｂ：いずれかの管弦打楽器で任意に選択した楽曲（エチュード 

    でもよい。）１曲を暗譜で演奏すること。（伴奏なし。）  

副実技Ｃ：任意に選択した楽曲１曲を暗譜で歌唱すること。  

（注）選択した曲の伴奏用楽譜を入学志願票とともに提出すること。 
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注：  

①入学志願票提出時に，自己表現計画書（様式任意）を提出すること。  

②プレゼンテーションについては，パソコンも含めて，各自必要なも 

 のは全て持参すること。また，データを印刷した紙媒体資料（三部） 

 も持参すること。なお，試験当日は，学内でのインターネットの利 

 用は不可とする。  

③身体表現については，９ｍ×９ｍのフローリングの表現スペース及 

 びパソコン音量増幅用スピーカー，ＣＤプレイヤーは大学で用意す 

 る。その他は各自準備すること。なお，更衣室が必要な場合は，出 

 願時に申し出ること。 

 

【後期日程】 

１ ソルフェージュ 

   表記省略 

２ 主実技（次の⑴～⑸の中から一つのコースを選択すること。） 

 （1）声楽コース 

   表記省略 

 （2）鍵盤楽器コース 

   表記省略 

 （3）作曲コース 

   表記省略 

 （4）管弦打楽器コース 

   表記省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後期日程】 

１ ソルフェージュ 

   表記省略 

２ 主実技（次の⑴～⑸の中から一つのコースを選択すること。） 

 （1）声楽コース 

   表記省略 

 （2）鍵盤楽器コース 

   表記省略 

 （3）作曲コース 

   表記省略 

 （4）管弦打楽器コース 

   表記省略 
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 （5）音楽教育・音楽文化コース 

・自由曲の暗譜での演奏（ピアノ，声楽，和楽器，民族楽器の中から

一つを選んで演奏すること。）  

注：①楽器はピアノのみ大学で準備する。その他の楽器については 

   持参すること。なお，大規 模な楽器の搬入のために助手を同 

   行することや本学で助手を用意することはできない。  

  ②声楽の場合は，伴奏用楽譜を入学志願票とともに提出するこ 

   と。  

  ③声楽以外は独奏とする。  

  ④ピアノの場合，ソナタであれば，一（ひと）楽章を暗譜で演奏 

   すること。  

  ⑤自作作品の演奏や弾き語りも可能である。自作作品は，楽譜を 

   入学志願票とともに提出 すること。なお，弾き語りは，ピア 

   ノで又はピアノの代替楽器として和楽器，民族楽器 を伴奏楽 

   器に使っての歌唱も認める。  

  ⑥入学志願票に，曲名，作曲者名を記入すること。 

  ⑦試験監督の指示により演奏途中で切ることがあるが、志願者の 

   評価に不利になるものではない。 

 （5）音楽教育・音楽文化コース 

ア 音楽教育，音楽文化に関する論述試験（１題，45分）  

 当日示される音楽教育や音楽文化に関するテーマをもとにした論 

述問題。設問に対する知識・理解，論理的思考，表現力等を総合的に 

評価する。解答は所定用紙（800字程度）に記入するものとする。  

イ 自由曲  

下記の自由曲Ａ～Ｃのいずれか一つを選択すること。  

自由曲Ａ：ピアノで任意に選択した楽曲（エチュードでもよい。）１ 

    曲を暗譜で演奏すること。繰り返しはしない。  

自由曲Ｂ：いずれかの管弦打楽器で任意に選択した楽曲（エチュード 

     でもよい。）１曲を暗譜で演奏すること。（伴奏なし。）  

自由曲Ｃ：任意に選択した楽曲１曲を暗譜で歌唱すること。 
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３．学校推薦型選抜（一般）（実技検査等の内容） 

変更前                             変更後 

１ ソルフェージュ（全員） 

   表記省略 

２ 主実技（次の⑴～⑸の中から一つのコースを選択すること。） 

 （1）声楽コース 

   表記省略 

 （2）鍵盤楽器コース 

   表記省略 

 （3）作曲コース 

   表記省略 

 （4）管弦打楽器コース 

   表記省略 

 （5）音楽教育・音楽文化コース 

・自由曲の暗譜での演奏（ピアノ，声楽，和楽器，民族楽器の中から 

 一つを選んで演奏すること。）  

注：  

①楽器はピアノのみ大学で準備する。その他の楽器については持参す 

 ること。なお，大規模な楽器の搬入のために助手を同行することや 

 本学で助手を用意することはできない。  

②声楽の場合は，伴奏用楽譜を入学志願票とともに提出すること。  

③声楽以外は独奏とする。  

④ピアノの場合，ソナタであれば，一（ひと）楽章を暗譜で演奏する

１ ソルフェージュ（全員） 

   表記省略 

２ 主実技（次の⑴～⑸の中から一つのコースを選択すること。） 

 （1）声楽コース 

   表記省略 

 （2）鍵盤楽器コース 

   表記省略 

 （3）作曲コース 

   表記省略 

 （4）管弦打楽器コース 

   表記省略 

 （5）音楽教育・音楽文化コース 

ア 音楽教育・音楽文化に関するプレゼンテーション（10分以内）  

 音楽教育や音楽文化に関わる任意のテーマを設定し，自らが調査

した内容についてプレゼンテーションをすること。 音楽教育や音

楽文化に関わる関心度や発想力，創造性，論理的思考，表現力等

を総合的に評価する。 

 （注）  

①入学志願票提出時に，プレゼンテーションについての概要をまと 

 めた計画書（指定の様式）を提出すること。  

②プレゼンテーションについては，パソコンを含めて，各自必要な 
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こと。  

⑤自作作品の演奏や弾き語りも可能である。自作作品は，楽譜を入学 

 志願書とともに提出すること。なお，弾き語りとは，ピアノで又は 

 ピアノの代替楽器として和楽器，民族楽器を伴奏楽器に使っての歌 

 唱も認めることとする。  

⑥実技検査選択票に，曲名，作曲者名を記入すること。 

⑦試験監督の指示により演奏途中で切ることがあるが，志願者の評価 

 に不利になるものではない。 

 ものは全て持参すること。また，データを印刷した紙媒体資料（三 

 部）も持参すること。なお，試験当日は，学内でのインターネッ 

 トの利用は不可とする。  

③演奏を含むプレゼンテーションについては，楽器はピアノのみ大 

 学で準備する。また，大規模な楽器の搬入のための助手や演奏の 

 伴奏者を同行することはできない。  

④身体表現を含むプレゼンテーションについては，９ｍ×９ｍのフ 

 ローリングの表現スペース及びパソコン音量増幅用スピーカー， 

 ＣＤプレイヤーは大学で用意する。その他は各自準備すること。  

 なお，更衣室が必要な場合は，出願時に申し出ること。  

⑤このほか志願者自身の演奏や表現の録画映像を使用してもよい。 

 音声のみの使用はできない。  

イ 口頭試問（プレゼンテーションについての質問）  

ウ 自由曲  

 下記のＡ～Ｃのいずれか一つを選択すること。  

自由曲Ａ：ピアノで任意に選択した楽曲（エチュードでもよい。）１ 

     曲を暗譜で演奏すること。繰り返しはしない。  

自由曲Ｂ：いずれかの管弦打楽器で任意に選択した楽曲（エチュー 

     ドでもよい。）１曲を暗譜で演奏すること。（伴奏なし。）  

自由曲Ｃ：任意に選択した楽曲１曲を暗譜で歌唱すること。  

（注）選択した曲の伴奏用楽譜を入学志願票とともに提出するこ

と。 
 


